












すると、さまざまな条件で自動的にグラフが生成されます。

利用したいグラフがあれば、そのグラフをクリックします。
今回は右の「レコード数（対応状況）」の円グラフを利用します。
下記画面の左の赤枠部分が、グラフを集計する条件です。集計条件を変更すると右側のプレビュー
に反映されます。特に集計条件変更する必要がなければ、「適用する」をクリックします。

2.自動的に生成されたグラフの中から必要なものを選ぶ
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集計条件を設定する画面で、右下の「保存する」をクリックすると、同じ条件で集計したグラフを
保存することができます。対応状況を常に確認したい場合などに便利です。

ダイアログが表示されるので、任意のグラフ名を入力
して「OK」をクリックします。今回は「対応状況円グラ
フ」というグラフ名を付けました。
すると「グラフ」のプルダウンメニューに、「対応状況円
グラフ」が追加されます。
※アプリストアからアプリをダウンロードした場合は、初めからい

くつかグラフが登録されている場合もあります

3.グラフを保存する
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次に、自由に条件を設定して１から自由にグラフを作成する方法を説明します。

分類する項目：大項目を「対応担当者」に、条件を「対応状況：次のいずれかを含む：未対応」に設定
しました。これで現在誰がどのくらい未対応の案件を持っているのか、視覚的に把握することが
できます。このように、項目や条件を選ぶだけですぐに任意のグラフを作成することができます。

任意のグラフを作成する

　  アイコンをクリックしてグラフ作成画面を表示します。
まず「グラフの種類を選んで作成」の中から、作成したいグラフの種類を選びます。
今回は、未対応の問い合わせを担当者別に縦棒グラフで表示させる設定にします。
グラフメニューから「縦棒グラフ」をクリックした後に「グラフのオプション」を設定します。

1.作成したいグラフの種類を選ぶ
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kintoneには他にも便利な機能がたくさん備わっています。さまざまなアプリを使いこなす上で
非常に役に立つので、一歩進んだ活用方法としてご覧ください。

アプリ単位やレコード単位、フィールド単位で細かくアクセス権を設定することができます。
たとえば顧客情報アプリは社員全員が閲覧できるけれど、編集ができるのは営業部のみ、といった設定や、個人
情報に関わる名前やメールアドレス部分は一部のユーザー以外見えないようにする設定など用途に応じて柔軟
なアクセス権を設定できます。

その他 kintone の便利な機能

アクセス権

https://help.cybozu.com/ja/k/user/app_rights.html

▼ アクセス権の設定方法

ルックアップを設定すると、他のアプリの情報を取得して登録することができます。例えば顧客管理アプリの会社名・
担当者名・住所・電話番号・メールアドレス欄と、営業の案件管理アプリを連携させておけば、顧客管理に登録された
情報をそのまま取得して登録することができます。再入力の手間を省けるほか、入力ミスを防ぐこともできます。

ルックアップ

https://help.cybozu.com/ja/k/user/whats_lookup.html

▼ ルックアップの設定方法

レコードが編集されたことやレコードにコメントが書き込まれたことなど、最新情報をアプリの利用ユーザーに通知
できます。また、レコードが特定の条件を満たした場合に通知をする機能も搭載。例えば締切日の1日前になったら

「明日が期限です」と通知することができます。リマインダーとして利用するのも便利です。

通知

https://help.cybozu.com/ja/k/user/notification.html

▼ 通知とリマインドの設定方法

業務プロセスをビジネスルールに適合するよう管理するための機能です。アプリ上で行われるタスクに対しプロセス
（順序）や担当者を設定。個別タスクのステータスの可視化はもちろん、データのグラフ化により、業務全体の状況
をリアルタイムで把握することも可能になります。

プロセス管理

https://help.cybozu.com/ja/k/user/process.html

https://help.cybozu.com/ja/k/user.html

▼ プロセス管理の設定方法

その他kintoneの詳しい使い方は、ユーザーヘルプをご覧ください。
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